
平成１９年度実績評価書要旨

政策体系上の位置付け

若年者等に対して職業キャリア支援を講ずる
こと

評価実施時期：平成１９年８月 担当部局名：職業能力開発局実習併用職業訓練推進室

基本目標Ⅴ
　労働者の職業能力の開発及び向上を図
るとともに、その能力を十分に発揮でき
るような環境整備をすること
施策目標２
　働く者の職業生涯を通じた持続的な職
業キャリア形成への支援をすること（Ⅴ－２－１）

施策名

施策の概要

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

 ○　目的等：
  ①　若年者等に対する職業キャリア支援を講ずるため、フリーター等若者に対し、
　　「日本版デュアルシステム」により実践的な職業能力を付与する。また、ニート
　　等の働く自信をなくした若者については、「若者自立塾創出推進事業」や「地域
    における若者自立支援ネットワーク整備モデル事業」により、職業的自立支援を
    行う。
　②　さらに、若者を中心として、「私のしごと館」運営事業により、学校等のみで
　　一括して提供することが難しい、多様な職業体験、体系的な職業情報や職業適性
　　検査等をワンストップで提供することにより、職業意識の形成、適職の選択から
    その後の職業生活を含めたキャリア形成を効率的・効果的に進める。
　③　創業や新分野展開を希望する労働者や中小企業事業主等に対して、創業等を支
　　える人材の育成を職業能力開発の側面から支援を図るために、専門的な相談援助、
　　創業を目指す中小企業等との共同研究及び職業訓練の実施等を行う。
　④　特に人材育成に困難を抱える中小企業等に対しては、グローバル化する企業活
　　動を支える国際人材の育成を支援するため、経験豊かな国際アドバイザーを活用
　　した相談援助、情報の提供、セミナーの開催等を実施する。

　（施策目標の評価）
　　平成１８年度においては、若年者の就職環境について、依然として厳しい状況が続く中で、
　引き続きフリーター等若年者に対して、企業における実習と教育訓練機関における座学を
　組み合わせた日本版デュアルシステムを推進し、一定の成果を上げたところであり、施策目
　標の達成に向けて進展があったと言える。

　（評価結果の分類）
　　施策目標の達成に向けて進展しており、現在の取組を続ける

【評価結果の概要】

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

記載事項（抜粋）施政方針演説等

関係する施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

年月日

施策目標に係る指標
（達成水準／達成時期）

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 日本版デュアルシステムの公共職

業訓練活用型（委託短期）の修了 － － 68.8 71.9 75.5
者における就職率（７０％以上／
平成１８年度）

（調査名・資料出所、備考）
資料出所：職業能力開発局調べ（職業能力開発定例業務統計 。）
備考：
・平成１８年度の実績については速報値であり、平成１９年８月中旬に確定値を把握

予定。
・指標については公共職業訓練修了３ヶ月後の就職率である。


